
 

 

 

☆メンバー紹介

今回紹介する

アースⅡに来られました。日中はサントアースⅡに通所し、

今回改めてＨさんからインタビューをとり、話を伺いました。

今年の５月で退院から１年が経ちました。Ｈさんはこれまで病院での入院生活が２０年以上あり、病院から

何度かケアホームの体験を重ねての退院となりました。これまでの長い入院生活で慣れた生活とは異なる地

域生活にはじめは戸惑いがあったと話してく

とも度々あったとの事です。

Ｈさんは大阪の大和川病院の入院後、廃院に伴い奈良の秋津鴻池病院へと転院となったとの事です。精神科

の色々な歴史を見てきて、様々な体験をしてきたと言われます。

病院を脱走した事、親切に

 Ｈさんは気分に波があり、しんどい時もありますが、調子が良い時には他のメンバーのお世話をしてく

れる優しい方です。

一回の訪問看護、週一回の受診など

Ｈさんに聞いてみました。「今は、７月の旅行を目標と
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☆プレミアムチケット

  

昨年に続き、本年も

入に使用できる「はたらく障害者応援プレミアム商品券」が始まりました。

ンにサントアースⅡのメンバーＹ・Ｈさんのデザインが採用されました！

「奈良」をイメージしたデザインの募集であったため、鹿や大仏、猿沢池などを色鉛筆で描いたイラスト

となっています。県内の約８０店舗のプレミアム商品券取扱店で使える商品券であり、大きな事業なので

まさか選ばれるとは、本人、スタッフともに驚きました。
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となっています。県内の約８０店舗のプレミアム商品券取扱店で使える商品券であり、大きな事業なので

まさか選ばれるとは、本人、スタッフともに驚きました。 

 
              

梅の花は少し散りかけていましたが、

でお弁当を食べました。

  

  

サントアースⅡ便り 

県内の障害者就労施設で、障害のある人が作ったお

入に使用できる「はたらく障害者応援プレミアム商品券」が始まりました。

ンにサントアースⅡのメンバーＹ・Ｈさんのデザインが採用されました！

「奈良」をイメージしたデザインの募集であったため、鹿や大仏、猿沢池などを色鉛筆で描いたイラスト

となっています。県内の約８０店舗のプレミアム商品券取扱店で使える商品券であり、大きな事業なので

 

                （実際の商品券）

梅の花は少し散りかけていましたが、

でお弁当を食べました。恒例行事とはいえ、施設を出て外出する

 ２０１６年７月１日発行

県内の障害者就労施設で、障害のある人が作ったお菓子やパン、雑貨などの商

入に使用できる「はたらく障害者応援プレミアム商品券」が始まりました。このプレミアム商品券のデザイ

ンにサントアースⅡのメンバーＹ・Ｈさんのデザインが採用されました！ 

「奈良」をイメージしたデザインの募集であったため、鹿や大仏、猿沢池などを色鉛筆で描いたイラスト

となっています。県内の約８０店舗のプレミアム商品券取扱店で使える商品券であり、大きな事業なので

（実際の商品券）

梅の花は少し散りかけていましたが、

恒例行事とはいえ、施設を出て外出する

２０１６年７月１日発行

菓子やパン、雑貨などの商

このプレミアム商品券のデザイ

「奈良」をイメージしたデザインの募集であったため、鹿や大仏、猿沢池などを色鉛筆で描いたイラスト

となっています。県内の約８０店舗のプレミアム商品券取扱店で使える商品券であり、大きな事業なので

（実際の商品券） 

梅の花は少し散りかけていましたが、天候に恵まれ

恒例行事とはいえ、施設を出て外出する

２０１６年７月１日発行 ＮＯ．３

菓子やパン、雑貨などの商品の購

このプレミアム商品券のデザイ

「奈良」をイメージしたデザインの募集であったため、鹿や大仏、猿沢池などを色鉛筆で描いたイラスト

となっています。県内の約８０店舗のプレミアム商品券取扱店で使える商品券であり、大きな事業なので

天候に恵まれ良い気持

恒例行事とはいえ、施設を出て外出する

 

ＮＯ．３ 

品の購

このプレミアム商品券のデザイ

「奈良」をイメージしたデザインの募集であったため、鹿や大仏、猿沢池などを色鉛筆で描いたイラスト

となっています。県内の約８０店舗のプレミアム商品券取扱店で使える商品券であり、大きな事業なので、

 

良い気持

恒例行事とはいえ、施設を出て外出する

 


